
No.203No.203
今回の定例会は、今回の定例会は、

９月

Tokorozawa city councilTokorozawa city council

12月
ところざわところざわ

市議会市議会だよりだより ６月

３月

撮影：平本仁一



第 203 号ところざわ市議会だより

2

※議長は常任委員会には所属しません。　※名前の横の数字は当選回数です。

正副議長　委員会構成を紹介します！新 開会日初日（６月７日）に正副議長選挙を行い、正副議長を選出しました。

　このたび、第69代所沢市議会議長に就任いたしました大石健一です。谷口雅典副議長と協力して、山積する課題に取り組むことを
お誓いいたします。ここでは、大きな2つの課題を紹介します。
◆議会改革と通年会期制
市議会の最大テーマは通年会期制の導入です。来期には、通年会期制をスタートできるように必要な条例改正を目指します。そして、
ICT化や議事録公開などの議会改革を進め、様々な立場の方が議員として、参画しやすいように議員の「育児休暇」「介護休暇」の定
着化に取り組みます。
◆保健医療とコロナ禍からの回復
これまでの経験を踏まえ、所沢市のコロナ対策、保健医療を振り返り、「感染症に強いまちづくり」を目指し、少しでも以前の生活、経
済活動に近づくように取り組みます。
そして、今年度は埼玉県市議会議長会の会長を兼務します。所沢市議会の議長として、埼玉県、関東、全国とのネットワー
クを広げ、所沢市の「まちづくり」に活かしてまいります。

　文化芸術、地域づくり、小中学
校の教育、公民館、図書館に関す
ることを審査します。

市民文教常任委員会

予算常任委員会

　市政全般の企画や調整、財務、
市税、契約、防災、商業、農業、
観光に関することを審査します。

コロナ、ウクライナ
危機、気候変動に
より生活は大きく
変わりました。委
員会としての役
割を果たし、政策
討論会の開催に
も取り組みます。

総務経済常任委員会

◎
委
員
長

〇
副
委
員
長

亀山　恭子③
［公明党］

島田　一隆③
［立憲民主党・無所属の会］

福原　浩昭④
［公明党］

平井　明美⑨
［日本共産党］

中村　太⑤
［至誠自民クラブ］

大舘　隆行④
［至誠自民クラブ］

中　毅志⑤
［市民クラブ未来］

コロナ禍で先行き
が見えない中、市
民生活やコミュニ
ティ・学校生活
の取組がますます
充実するよう、引
き続き取り組んで
まいります。

◎
委
員
長

〇
副
委
員
長

矢作いづみ⑤
[日本共産党］

天野　敦①
［立憲民主党・無所属の会］

植竹　成年③
［公明党］

入沢　豊③
［自由民主党・無所属の会］

荻野　泰男④
［至誠自民クラブ］

浅野美恵子⑤
［至誠自民クラブ］

粕谷不二夫②
［市民クラブ未来］

川辺　浩直①
［公明党］

予算に関することを審査します。

◎委員長　青木　利幸　　〇副委員長　川辺　浩直
矢作いづみ　   佐野　允彦　   小林　澄子　   末吉美帆子　   入沢　　豊
島田　一隆　   谷口　雅典　   西沢　一郎　   大舘　隆行　   越阪部征衛
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コロナ禍で福祉が抱
える課題もさらに複
雑・多様化する中、
解決へ向けて政策
議論で議会がリード
していくべく、委員
全員で力を合わせ
て取り組みます。

◎
委
員
長

〇
副
委
員
長

石原　昂②
［自由民主党・無所属の会］

城下　師子⑥
［日本共産党］

長岡　恵子①
［立憲民主党・無所属の会］

末吉美帆子④
［立憲民主党・無所属の会］

越阪部征衛⑥
［市民クラブ未来］

村上　浩⑤
［公明党］

谷口　雅典③
［至誠自民クラブ］

建設部門では、区
画整理や再開発事
業、交通政策な
ど。また、環境部
門では、脱炭素、
ごみの減量や有料
化の課題などにつ
いて取り組みます。

◎
委
員
長

〇
副
委
員
長

杉田　忠彦④
［至誠自民クラブ］

青木　利幸③
［市民クラブ未来］

小林　澄子⑤
［日本共産党］

佐野　允彦①
［自由民主党・無所属の会］

松本　明信③
［市民クラブ未来］

秋田　孝⑥
［至誠自民クラブ］

西沢　一郎④
［公明党］

石本　亮三④
［立憲民主党・無所属の会］

◎委員長　末吉美帆子　　〇副委員長　粕谷不二夫
矢作いづみ　   佐野　允彦　   石原　　昂　   城下　師子　   植竹　成年
石本　亮三　   村上　　浩　   中　　毅志　   浅野美恵子　   中村　　太

議会運営委員会

　道路、都市計画、再開発、区画
整理、公園、上下水道、環境対策、
ごみ対策に関することを審査します。

　議会の運営に関する事項、議会の会議規則、委員会
に関する条例等、議長の諮問に関する事項を協議します。

建設環境常任委員会

国民健康保険、福祉、保健、医療
に関することを審査します。

健康福祉常任委員会

第
70
代
副
議
長

　
谷
口　
雅
典
③
﹇
至
誠
自
民
ク
ラ
ブ
﹈

第
69
代
議
長

　
大
石　
健
一
④
﹇
自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会
﹈
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6月定例会での
議 案 審 議
【会期】6/7 ～ 6/29（23日間）
【市長提出議案】 専決処分の承認 1
 補正予算 5
 条例関係 2
 契約締結 1
 財産の取得 1
 市道認定・廃止 3
 人事関係 6
【議員提出議案】  4

毎年8月中旬から下旬に見頃を迎えます。
夏空に向かって、元気いっぱいに伸びる約70,000本のひまわり
に癒されてみませんか。
※公共交通機関をご利用ください。（西武バス最寄り停留所：堀之内）

比良の丘のひまわり畑  （堀之内240-1他）

北秋津・上安松地区都市緑地保全事業（クラウドファンディング）

市長提出議案のおもな
全ての議案を可決・承認・同意しました

北秋津周辺保全配慮地区に指定されている貴重なみどりを保全するため、株式会社スタジオジブリから提供された映画
「となりのトトロ」の5点の背景画から複製画を作成し、その複製画5枚に額縁（1つ）をつけたものを1セット2万5,000円
として、購入型のクラウドファンディングにより用地購入費と維持管理費の支援を広く募集します。

事業概要事業概要

多くの方が購入できるような工夫は考えているか。問
答 クラウドファンディングの支援は、お1人につき1セットと考えています。

貴重なみどりを未来へつなぐ
（公園課　2998-9196）

議案第40号　令和4年度所沢市一般会計補正予算（第3号）

事業費：3,730万5千円

無断転載禁止
© 1988 Studio Ghibli

ケヤキ並木の街道

松郷田園

トトロのすみか

大楠と社 大楠
募集期間：約80日間（予定）
作 成 数：1,000セット
購入価格：25,000円
　　　　　（B4サイズ、複製画5点、木製額縁付き）

大切なみどりを守るため
　　ぜひ、ご協力ください
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令和4年度子育て世帯等臨時特別支援事業支給要領が改正され、新たに令和4年度に住民税が非課税になった世帯に臨時特別
給付金を支給します。

住民税非課税世帯に臨時特別給付金を支給します （福祉総務課　2998-9113）

（生活福祉課　2998-9201）

（①保育幼稚園課　　2998-9126）
（②・③保健給食課　2998-9249）

（上下水道局経営課　　　　　2921-1087）
（上下水道局窓口サービス課　2921-1086）

議案第49号　令和4年度所沢市一般会計補正予算（第4号）
議案第50号　令和4年度所沢市水道事業会計補正予算（第1号）

住民税非課税世帯等臨時特別給付金支給事業 事業費：7億4,168万5千円

支給額：1世帯当たり10万円
対　象：①令和4年度の住民税均等割が非課税の世帯
　　　　　均等割が課税されている方の扶養親族等のみの世帯や
　　　　　既に本給付金を受けた世帯、その世帯の世帯主だった世帯を除く
　　　　②新型コロナウイルス感染症の影響で家計が急変し、
　　　　　令和4年1月以降①と同様の事情になった世帯

コロナ禍で物価高騰の影響を受けている生活保護世帯におこめ券を支給します。

暮らしを応援します
生活保護世帯暮らし応援事業 事業費：1,139万2千円

内　容：単身・2人世帯 おこめ券 5枚 （ 5kg分）
　　　　3人以上世帯 おこめ券 10枚 （ 10kg分）

水道料金の基本料金を免除します。

毎日使う水を
“いのちの水” 暮らしと産業支援事業 事業費：1億5,933万3千円

対　象：市内の水道利用者（一般家庭・事業所）
内　容：水道料金の基本料金を免除（令和4年9月から10月までの検針分）

安定した施設運営のため保育施設　 に補助金を交付します。

子育て世帯の負担を軽減します
① “子どものために”保育施設等応援事業 事業費：1億7,112万円

学校給食費の保護者負担分を4か月間無償にします。
② 小中学校給食費保護者負担軽減事業 事業費：3億5,781万7千円

食材費の上昇分を補助します。
③ 小中学校給食食材費補助事業 事業費：1億1,596万1千円

安心して暮らせるようにします　　して暮らせるようにします

対象施設：市内の私立保育園、認定こども園、地域型保育事業施設、私立幼稚園、認可外保育施設、幼稚園類似施設
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　省エネ改修工事に伴う固定資産
税の軽減制度は、工事費の下限が
引き上げられることで利用者の負
担が増加するが、そもそも地球温
暖化対策としての省エネリフォーム
をはじめとした、性能向上のリフォ
ームに関しては、これまでも税の
軽減や補助、そして融資などによ
り進められてきた。今回はより一
層加速していくべく発展的な制度
改正であり、適切であると考える。

　省エネ改修住宅に係る減額措
置は適用期限が、令和4年3月末
までだったものを令和6年3月末ま
でに延長するというものであるが、
太陽光発電工事と合わせること
で、工事費が60万円を超えたこ
とは対象者を狭めることになる。

　控除限度額を7%から5%に引
き下げることは、消費税率引き上
げによる需要平準化対策が終了し
たことによるものであり、制度開
始当初の数値に戻したことに過ぎ
ない。また、代わりに適用対象期
間は4年間延長されており、適切
であると考える。

　住宅借入金の特別税額控除の
対象期間を延長する代わりに、控
除限度額を課税総所得金額の
7%から5%に引き下げた。コロナ
禍で生活が困難になった上に、
株高演出の金融緩和で円安によ
る物価の高騰で苦しむ市民の救
済としても利用できる制度でもあ
り、引き下げるべきではない。

　直近の市街化区域の整備を行った流域第4区負担
区の負担率を踏襲し、負担の公平性を図る必要があ
る。金額が700円から900円に上昇することになる
が、人件費などの経費が、第4区を整備した当時と比
較すると1. 3倍に増加しているのも、やむを得ない事
情であると思う。また、答申を行った上下水道事業運
営審議会では、対象地区の住民が臨時委員として審
議に参加し、検討作業が行われた。さらに総合的に
見れば、負担金を賦課されるとはいえ、住民には大き
なメリットがあるわけであり、公平に受益者としての
負担をしていただくことはやむを得ないと考える。

　北秋津・上安松・若松町下水道整備計画は、組
合施行の区画整理事業は市が関与していないが、自
分たちで入れた私管は、既存宅地は200ミリ以下の
管を市が受け入れ管理することは評価する。しかし、
4回行った説明会で、下水道事業受益者負担金の説
明がなかったことで、住民は新たな負担に困惑をして
いる。せめて900円／㎡とした負担金は700円に据え
置くべきではなかったか。

賛　成

反　対

－議案に　賛成・　　　します－反対反対

入沢議員

平井議員

議員提出議案
議員提出議案第2号 　新型コロナウイルスの感染拡大を契機として、重大な

感染症のまん延や大規模な災害の発生により、委員会の
委員が会議の場所に参集できない場合においても、議会
機能を維持し、オンラインによる方法で委員会を開催す
ることを可能とするため、所要の改正を行うものです。

所沢市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について
議員提出議案第3号
所沢市議会会議規則の一部を改正する規則制定について

議員提出議案第4号
食料危機が迫る中、食料自給率向上のための施策を直ちに行うことを求める意見書について

議員提出議案第5号
地方公共団体情報システムの標準化に向けての意見書について

人事関係

議案第51号　　監査委員選任の同意を求めることについて
 石　本　亮　三　議員（立憲民主党・無所属の会）
議案第52号　　監査委員選任の同意を求めることについて
 杉　田　忠　彦　議員（至誠自民クラブ）

監査委員の選任に同意

諮問第1号～諮問第4号　　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
　浅　田　衛　氏　　　（中新井／再任）　　　　田　中　和　子　氏　（向陽町／再任）
　松　岡　由美子　氏　（下富／再任）　　　　　川　﨑　幸　美　氏　（山口／新任）

人権擁護委員の推薦に同意

議案第39号 議案第42号 議案第43号

意見書の全文はコチラ　　　　 ➡
「議員提出議案」をご覧ください
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議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　　果
 第 38 号  令和4年度所沢市一般会計補正予算（第2号） ̶ 原案可決
 第 39 号  専決処分の承認を求めることについて（所沢市税条例の一部を改正する条例） 総務経済 承認する
 第 40 号  令和4年度所沢市一般会計補正予算（第3号） 

予　　算
 第 41 号  令和4年度所沢市病院事業会計補正予算（第1号）  

原案可決
 第 42 号  所沢市税条例等の一部を改正する条例制定について 総務経済 
 第 43 号  所沢都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例制定について 建設環境 
 第 44 号  所沢市立松井公民館LED化及び空調設備改修工事請負契約締結について 市民文教 
 第 45 号  消防ポンプ自動車の取得について 総務経済 
 第 46 号   可　　決
 ～ 市道路線の認定について 

建設環境
 第 47 号    
 第 48 号  市道路線の廃止について  
 第 49 号  令和4年度所沢市一般会計補正予算（第4号）  

原案可決
 第 50 号  令和4年度所沢市水道事業会計補正予算（第1号）  
 第 51 号
 ～ 監査委員選任の同意を求めることについて 

̶
 第 52 号    

同意する
 諮問第１号
 ～ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
 諮問第４号  

令和4年6月定例会　審議結果 徹底
審議

市長提出議案（19件）

第 39 号
第 42 号
第 43 号

自由民主党・
無所属の会
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杉
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荻
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泰
男

市民クラブ未来

議案番号

至誠自民クラブ 公明党 日本共産党立憲民主党・
無所属の会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× × × ×

議員別賛否一覧 議案に対する、各議員の賛否を表示しています。 賛成：○　　反対：×

委員会提出議案（1件）議員提出議案（4件）

議案番号 議　案　件　名 結　　果
 第 2 号  所沢市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について
 第 3 号  所沢市議会会議規則の一部を改正する規則制定について 
 第 4 号  食料危機が迫る中、食料自給率向上のための施策を直ちに行うことを求める意見書について 
 第 5 号  地方公共団体情報システムの標準化に向けての意見書について

原案可決

○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× × × ×○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× × × ×○ （

議
長
）
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第 203 号

市民クラブ
未来
中　毅志

立憲民主党・
無所属の会
天野　敦

日本共産党
矢作いづみ

公明党
川辺　浩直

議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
も
含
め
て
、
市
に

対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ
と

あ
り
ま
す
。

※
各
議
員
の
1
項
目
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
す
べ
て
の

質
問
項
目
や
動
画
は
、市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

議
員
が
聞
い
た
！

一
般
質
問

⬆動画はコチラ

e
ス
ポ
ー
ツ　
都
市
宣
言
の

検
討
を

Ｑ
埼
玉
県
e
ス
ポ
ー
ツ
連

合
の
顧
問
に
大
野
県
知
事
と

藤
本
市
長
が
就
任
さ
れ
た
が
、

e
ス
ポ
ー
ツ
への
市
長
の
見

解
は
。

A
株
式
会
社
K
A
D
O
K

A
W
A
か
ら
発
信
さ
れ
る
文

化
は
、
私
た
ち
が
日
頃
か
ら

接
す
る
も
の
に
加
え
て
新
し

い
ジ
ャン
ルに
ま
で
及
び
、
し

ば
し
ば
わ
く
わ
く
さ
せ
ら
れ

て
い
る
。
e
ス
ポ
ー
ツ
は
そ

う
し
た
文
化
の
一
つ
で
あ
り
、

最
近
で
は
若
者
の
み
な
ら
ず
、

誰
も
が
親
し
む
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
、
そ
の
可
能
性
は
と

て
も
大
き
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
一
方
で
、
子
ど
も

た
ち
は
大
地
に
根
ざ
し
て
わ

ん
ぱ
く
で
と
い
う
願
い
も
あ

る
の
で
、
ま
ず
は
機
を
見
て

敏
に
、
必
要
と
見
た
と
き
に

は
果
敢
に
動
い
て
、
そ
の
活

用
を
検
討
し
発
展
さ
せ
て
い

く
。

所
沢
駅
西
口
の
喫
煙
所
撤
去
に

伴
う
喫
煙
者
への
配
慮
を

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の

対
象
年
齢
の
拡
大
を

Ｑ
路
上
喫
煙
な
ど
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
人
も
い
る
が
、

守
って
い
る
人
も
多
く
い
る
。

喫
煙
者
への
配
慮
を
検
討
で

き
な
い
か
。

A
喫
煙
所
は
、駅
利
用
者

の
通
行
の
支
障
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
喫
煙
者
が
指
定
区

域
に
お
さ
ま
ら
ず
、
受
動
喫

煙
に
よ
る
健
康
被
害
を
生
じ

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

多
く
の
市
民
か
ら
喫
煙
所
の

早
期
の
撤
去
を
求
め
る
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
近
隣

の
商
業
施
設
に
利
用
で
き
る

喫
煙
所
が
あ
り
、
望
ま
な
い

受
動
喫
煙
を
生
じ
さ
せ
な
い

た
め
撤
去
を
行
った
。
喫
煙

所
周
辺
で
は
、
喫
煙
者
と

非
喫
煙
者
と
の
分
煙
が
可
能

と
な
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
新
た
な
喫
煙
所
を
設

置
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

Ｑ
子
ど
も
医
療
費
は
、乳

児
か
ら
就
学
前
、小
学
生
か

ら
中
学
生
ま
で
と
無
料
化
が

進
み
、高
校
生
ま
で
を
対
象

と
す
る
自
治
体
も
ふ
え
て
き

てい
る
。「
日
本
一
子
ど
も
を

大
切
に
す
る
ま
ち
」と
し
て
、

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
を
高

校
生
ま
で
対
象
を
拡
大
す
る

こ
と
の
市
長
の
見
解
は
。

A
子
ど
も
を
大
切
に
す
る

と
は
、
幼
子
か
ら
青
少
年
に

至
る
ま
で
、
子
ど
も
自
身
が

親
の
愛
情
を
感
じ
な
が
ら
、

穏
や
か
に
健
や
か
に
、
そ
し

て
た
く
ま
し
く
成
長
で
き
る

よ
う
、
様
々
な
こ
と
を
整
え

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

財
政
が
逼
迫
し
、
財
源
が
限

ら
れ
る
中
に
お
い
て
は
、
真

に
子
ど
も
の
幸
せ
に
な
る
こ

と
は
何
な
の
か
を
、
し
っか

り
と
吟
味
し
、
優
先
順
位
を

考
え
てい
く
べき
で
あ
る
。

Ｑ
現
在
U
R
賃
貸
住
宅
に

住
ん
で
い
る
方
も
含
め
、
住

宅
確
保
要
配
慮
者
に
該
当

す
る
方
に
、
U
R
賃
貸
住

宅
を
使
った
家
賃
低
廉
化
補

助
を
住
宅
政
策
の
一
つ
と
し

て
進
め
て
は
ど
う
か
。

A
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ット

制
度
は
、
住
宅
を
自
力
で
確

保
す
る
こ
と
が
難
し
い
低
額
所

得
者
、被
災
者
、高
齢
者
、障

害
者
、
子
育
て
世
帯
な
ど
の

住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
円
滑

な
入
居
を
支
援
す
る
た
め
の

制
度
で
あ
る
。
住
宅
の
確
保

に
困
窮
す
る
方
の
居
住
の
安

定
を
図
る
た
め
の
施
策
と
し
て

は
、
市
が
建
設
し
た
市
営
住

宅
の
ほ
か
に
も
、
市
が
U
R
賃

貸
住
宅
を
借
り
上
げ
て
、
市

営
住
宅
と
同
じ
条
件
で
低
額

所
得
者
に
貸
し
出
し
て
い
る
。

今
後
は
市
営
住
宅
の
整
備
の

在
り
方
を
検
討
し
てい
く
中
で
、

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度

も
調
査
研
究
し
てい
く
。

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ット
を

用
い
た
住
宅
政
策
の
検
討
を

エレクトロニック・スポーツの略で、電子機器を用いて行う娯楽、競技、スポーツ全般を指す言葉であり、コンピュータゲーム、ビデオゲームを
使った対戦をスポーツ競技として捉える際の名称です。

ひ
っ
ぱ
く
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令和 4年（2022年）8月15日

至誠自民
クラブ
秋田　孝

公明党
福原　浩昭

立憲民主党・
無所属の会
島田　一隆

日本共産党
城下　師子

日本共産党
小林　澄子

公明党
亀山　恭子

1988年に国際野球連盟と国際ソフトボール連盟が協力して考案した、野球やソフトボールに似た屋外球技ですが、ピッチャーが投球するの
ではなく本塁プレートの後方に置いたバッティングティーにボールを乗せ、その止まったボールを打者が打つゲームです。

Ｑ
令
和
3
年
6
月
定
例
会

で
の
「
今
後
、
子
ど
も
た
ち

が
利
用
で
き
る
機
会
を
増

や
す
よ
う
努
め
る
」
と
の
答

弁
か
ら
1
年
が
経
過
し
た
が
、

そ
の
後
の
教
育
委
員
会
の
対

応
は
。

A
こ
れ
ま
で
航
空
記
念
公

園
人
工
芝
運
動
場
で
は
、
サ

ッ
カ
ー
協
会
主
催
の
大
会
、

教
育
委
員
会
主
催
の
イ
ベン

ト
と
し
て
親
子
の
テ
ィ
ー
ボ

ー
ル　
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェア
、
中
学
校
体
育
連
盟
主

催
の
大
会
で
子
ど
も
た
ち
が

利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加

え
て
令
和
4
年
度
か
ら
は
、

11
月
14
日
の
県
民
の
日
に
、

航
空
記
念
公
園
人
工
芝
運

動
場
や
航
空
公
園
野
球
場

を
会
場
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

イ
ベン
ト
を
計
画
し
て
お
り
、

現
在
内
容
を
検
討
し
てい
る
。

Ｑ
国
登
録
有
形
文
化
財
で

あ
る
旭
橋
だ
が
、
橋
の
欄
干

に
か
つ
て
あ
っ
た
電
燈
の
修

復
は
で
き
な
い
か
。

A
国
登
録
有
形
文
化
財

「
旭
橋
」
の
復
元
は
、
か
つ

て
戦
時
中
の
金
属
供
出
で
失

わ
れ
た
と
さ
れ
る
親
柱
の
上

に
設
置
さ
れ
て
い
た
電
燈
の

復
元
が
で
き
な
い
か
、
こ
れ

ま
で
も
検
討
を
行
って
き
た

が
、
図
面
や
写
真
な
ど
復
元

に
必
要
な
資
料
が
確
認
で
き

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ

の
た
め
昨
年
度
よ
り
、
昔
の

旭
橋
の
写
真
を
ど
な
た
か
お

持
ち
で
な
い
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
を
通
じ
て

広
く
市
民
に
情
報
提
供
を
お

願
い
し
て
い
る
。
旭
橋
は
、

航
空
発
祥
の
地
・
所
沢
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
貴
重
な
文
化

財
で
も
あ
る
の
で
、
教
育
委

員
会
と
し
て
も
、
旭
橋
の
保

存
と
活
用
に
努
め
てい
く
。

Ｑ
市
民
が
わ
く
わ
く
す
る

よ
う
な
（
仮
称
）
ト
コ
ろ
ん

E
バ
ス
の
導
入
を
、
民
間
と

の
連
携
も
視
野
に
検
討
し
て

も
よ
い
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
は
。

A
池
袋
の
I
K
E
B
U
S

（
イ
ケ
バス
）
が
注
目
さ
れ
て

い
る
グ
リ
ー
ン
スロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
は
、
本
市
が
庁
内
一
丸

と
なって
目
指
し
てい
る「
人

を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
や
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」

に
も
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

導
入
に
当
た
って
は
、
検
討

課
題
も
多
々
あ
る
が
、
市
外

か
ら
来
る
方
に
乗
って
い
た

だ
き
、
市
内
の
見
ど
こ
ろ
を

回
っ
て
い
た
だ
く
、
ま
た
、

バス
の
乗
車
体
験
自
体
を
楽

し
み
に
来
て
も
ら
う
と
い
う

視
点
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
と
も

導
入
し
てい
き
た
い
。

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
、

　
（
仮
称
）
ト
コ
ろ
ん
E
バス
の

導
入
の
検
討
を

子
ど
も
た
ち
の
所
沢
航
空
記
念
公
園

人
工
芝
運
動
場
の
利
用
機
会
の
拡
大
を

国
登
録
有
形
文
化
財「
旭
橋
」の

復
元
を

Ｑ
令
和
3
年
9
月
定
例
会

で
、当
時
の
教
育
長
は
、必

要
に
応
じ
て
方
策
を
考
え
て

い
く
と
答
弁
し
て
い
た
。
女

性
の
人
権
問
題
と
の
認
識
に

立
ち
、
早
期
に
全
て
の
小
中

学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

の
配
置
を
求
め
た
い
と
思
う

が
、
教
育
長
の
見
解
は
。

A
児
童
生
徒
の
貧
困
対

策
は
必
要
で
あ
り
、生
理
用

品
を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
に
適
切
に
行
き
渡
ら

せ
る
方
策
は
、
各
学
校
の
実

情
に
応
じ
て
こ
れ
か
ら
も
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
女

性
の
人
権
の
観
点
に
よ
り
、

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
を
設
置
す
る
こ
と
は
学

校
だ
け
が
進
め
て
い
く
こ
と

で
は
な
く
、
市
全
体
の
施
策

に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
今

後
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

考
え
てい
く
。

女
性
の
貧
困

   

物
価
高
騰
で
更
な
る
深
刻
化
に

早
期
対
応
を

Ｑ
令
和
4
年
3
月
定
例
会

で
、
保
健
所
設
置
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
う
の

か
と
い
う
質
問
に
、
関
係
課

と
情
報
収
集
を
進
め
る
と
の

答
弁
が
あ
った
が
、
そ
の
後

の
進
捗
状
況
は
。

A
経
営
企
画
部
と
健
康

推
進
部
で
、
過
去
に
行
った

中
核
市
の
研
究
資
料
な
ど
の

確
認
を
改
め
て
行
った
。
県

や
保
健
所
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

お
け
る
疫
学
的
な
統
計
や
保

健
所
業
務
の
状
況
等
の
情
報

提
供
を
受
け
て
お
り
、
感
染

状
況
に
落
ち
着
き
が
見
ら
れ

た
段
階
で
様
々
な
こ
と
を
確

認
し
て
い
く
。
保
健
師
を
派

遣
す
る
際
に
把
握
し
た
現
場

の
実
情
な
ど
も
共
有
し
て
い

る
の
で
、
保
健
所
の
在
り
方

を
再
検
証
す
る
際
に
は
、
有

効
に
活
用
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
てい
る
。

保
健
所
設
置
に
向
け
た
検
討
の

進
捗
状
況
は

Ｑ
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認

知
度
5
割
を
目
指
し
、早
期

に
発
見
し
て
適
切
な
支
援
に

つ
な
げ
る
た
め
の
周
知
・
啓

発
の
取
り
組
み
は
。

A
周
知
啓
発
は
、学
校
を

通
じ
て
生
徒
・
保
護
者
・

教
員
に
、
県
が
作
成
し
た
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
や
リ
ー
フ
レッ
ト

の
配
布
を
行
った
ほ
か
、
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
や
児
童
虐
待
防
止
研
修

会
な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
本
年
3
月

に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
・
所
沢
市
後
援
で
「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
知
って
い
ま

す
か
？
〜
家
族
の
ケ
ア
を
担

う
こ
ど
も
た
ち
〜
」
の
講
演

で
、市
内
在
住
・
在
勤
の
方

を
対
象
に
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
実
情
や
支
援
に
向
け
た
啓

発
が
図
ら
れ
た
。
今
後
も
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し
な
が

ら
周
知
に
努
め
てい
く
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

社
会
的
認
知
度
の
向
上
を
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第 203 号

自由民主党・
無所属の会
佐野　允彦

至誠自民
クラブ
中村　太

市民クラブ
未来

松本　明信

至誠自民
クラブ
浅野美恵子

市民クラブ
未来

越阪部征衛

公明党
西沢　一郎

Ｑ
障
害
者
の
方
が
、
自
分

の
仕
事
で
磨
い
て
き
た
技
術

力
に
誇
り
を
持
て
る
支
援
策

が
自
立
支
援
策
の
肝
で
あ
り
、

才
能
を
見
つ
け
て
育
ん
で
い

く
こ
と
も
行
政
が
行
う
べ
き

障
害
者
支
援
で
あ
る
。
設

備
投
資
に
対
す
る
助
成
な

ど
、
市
が
で
き
る
こ
と
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

A
K
U
R
U
M
I
R
U
が

取
り
組
む
障
害
者
福
祉
施

設
で
作
ら
れ
た
自
主
製
品
の

情
報
や
魅
力
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
は
、
障
害
の
あ
る
方

の
仕
事
を
生
み
出
し
、
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

が
で
き
、
ひ
い
て
は
、
障
害

の
あ
る
方
への
関
心
を
高
め
、

理
解
を
広
め
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
市
が
掲
げ

る
福
祉
的
就
労
の
充
実
と
障

害
理
解
の
浸
透
に
も
寄
与
す

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
効
果
的

な
情
報
の
発
信
方
法
を
調

査
研
究
し
てい
く
。

障
害
者
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
よ
る

自
立
支
援
策
K
U
R
U
M
I
R
U
の

先
行
事
例
を
踏
ま
え
て

Ｑ
ご
み
集
積
所
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
際
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る

の
か
。
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
相
談
窓
口

の
周
知
方
法
に
工
夫
は
で
き

ない
か
。

A
ご
み
集
積
所
に
関
す
る

相
談
は
、
使
用
世
帯
が
多
く
、

ご
み
集
積
所
の
維
持
管
理
が
難

し
い
こ
と
か
ら
、
集
積
所
を
分

散
し
た
い
な
ど
の
様
々
な
相
談

が
あ
る
。
こ
う
し
た
相
談
や
ト

ラ
ブ
ルについ
て
は
、
基
本
的
に

は
利
用
者
間
で
の
話
合
い
に
よ

る
調
整
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

利
用
者
間
の
み
で
解
決
が
難
し

い
場
合
に
は
、
職
員
が
調
整
に

入
り
、
現
地
の
確
認
を
行
い
な

が
ら
、
解
決
に
向
け
て
対
応
を

図
って
い
る
。
相
談
窓
口
の
周

知
は
、
市
ホ
ー
ムペー
ジ
の
ほ
か
、

ご
み
集
積
所
に
あ
る
看
板
や
啓

発
ポ
ス
タ
ー
で
周
知
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
周
知
が
行
き
届
く

よ
う
に
研
究
し
てい
く
。

ご
み
の
集
積
所
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
防
止
を

イ
ン
バウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
客
）の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
東
所
沢
地
区
の

現
状
と
課
題

Ｑ
と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ
タ

ウ
ンへの
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増

加
、開
智
学
園
の
2
年
後
の

開
校
に
向
け
、
周
辺
の
道
路

や
歩
道
の
整
備
が
待
た
れ
る

が
、
地
域
住
民
の
安
全
を

守
る
上
で
の
課
題
認
識
は
。

A
C
O
O
L
J
A
P
A
N 

F
O
R
E
S
T
構
想
の
取
組

に
お
い
て
、
と
こ
ろ
ざ
わ
サ

ク
ラ
タ
ウ
ン
の
オ
ー
プン
ま
で

を
基
盤
整
備
期
と
し
、
安

全
面
か
ら
道
路
の
拡
幅
や
歩

道
の
整
備
、
道
路
照
明
灯
の

設
置
、
ま
た
、
観
光
客
を

快
く
お
出
迎
え
で
き
る
よ
う
、

ベン
チ
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン

マ
ン
ホ
ー
ル
を
設
置
す
る
な

ど
周
辺
整
備
を
進
め
て
き
た
。

今
後
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増

加
や
開
智
学
園
の
開
校
に
伴

い
、
人
の
流
入
の
更
な
る
増

加
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
に
伴
う
課
題
も
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

学
校
生
活
で
の
マ
ス
ク
の

着
脱
につい
て

Ｑ
マ
ス
ク
着
用
に
対
し
て

教
育
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出

し
てい
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

マ
ス
ク
の
着
脱
に
関
し
て
、

教
育
長
の
見
解
は
。

A
児
童
生
徒
の
マ
ス
ク
着

用
は
、
体
育
の
授
業
や
夏
場

の
登
下
校
時
を
は
じ
め
、
身

体
的
距
離
が
十
分
確
保
で

き
る
場
合
や
気
温
、
室
温
が

高
い
場
面
で
は
、
マ
ス
ク
を

外
す
よ
う
に
繰
り
返
し
指
導

を
行
ってい
る
。
マ
ス
ク
を
す

る
、
し
な
い
こ
と
が
差
別
や

い
じ
め
に
つ
な
が
る
こ
と
も

大
変
苦
慮
し
て
い
る
の
で
、

並
行
し
て
指
導
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
家
庭
の
考
え
も

大
き
く
反
映
し
てい
る
の
で
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
協
力

し
てい
た
だ
く
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
あ
る
。
教
育
長
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
、
少
し
で
も
徹
底
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
で
人
の
流
れ

が
止
ま
り
、
と
こ
ろ
ざ
わ
サ

ク
ラ
タ
ウ
ン
への
遊
歩
道
の

整
備
が
進
ん
で
い
な
か
った

が
、
取
組
状
況
は
。

A
東
川
沿
い
の
遊
歩
道
と

桜
並
木
は
、
市
民
に
憩
い
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
東
西

の
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
市

の
貴
重
な
財
産
の
一
つ
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
平
成

30
年
度
よ
り
、
東
川
桜
舞

う
遊
歩
道
事
業
と
し
て
、
と

こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
周

辺
の
遊
歩
道
に
ウ
ッ
ド
チ
ッ

プ
を
敷
く
と
と
も
に
、
旭
橋

か
ら
柳
瀬
川
合
流
地
点
ま
で

の
東
川
沿
い
の
桜
の
剪
定
や

伐
採
な
ど
の
維
持
管
理
を
実

施
し
て
き
た
。
今
後
も
魅
力

あ
る
貴
重
な
財
産
を
残
す

た
め
、
東
川
沿
い
の
遊
歩
道

と
桜
の
維
持
管
理
を
継
続

的
に
実
施
し
てい
く
。

に
ぎ
わ
い
と
潤
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を

Ｑ
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

者
と
し
て
、
権
限
移
譲
の
必

要
性
と
財
源
移
譲
の
現
状
に

つ
い
て
、
市
長
の
認
識
と
所

見
は
。

A
権
限
移
譲
と
は
、地
方

分
権
と
い
う
住
民
意
思
を
よ

り
反
映
し
や
す
い
仕
組
み
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
つつ
も
、

新
自
由
主
義
の
理
念
に
よ
っ

て
遂
行
さ
れ
る
、
て
い
の
よ

い
上
部
団
体
の
ス
リ
ム
化
だ

った
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ

と
が
あ
る
。
市
町
村
合
併
も

選
択
と
集
中
も
、
あ
る
意

味
同
じ
路
線
上
に
あ
り
、
そ

の
動
き
は
国
自
体
の
財
政
が
、

も
う
ゆ
と
り
が
な
い
と
い
う

と
こ
ろ
に
発
し
て
い
る
。
今

後
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
す
る

時
が
来
た
ら
、
ま
ず
は
保
健

所
の
県
と
市
と
の
役
割
を
整

理
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、

し
っか
り
と
議
論
を
す
る
中

で
、
中
核
市
への
移
行
も
検

討
し
てい
く
。

市
財
政
の
現
状
と中

核
市
への
移
行
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立憲民主党・
無所属の会
長岡　恵子

自由民主党・
無所属の会
石原　昂

自由民主党・
無所属の会
入沢　豊

至誠自民
クラブ
荻野　泰男

市民クラブ
未来

青木　利幸

至誠自民
クラブ
杉田　忠彦

全
て
の
小
中
学
校
で

健
康
観
察
ア
プ
リ
の
導
入
を

Ｑ
保
育
士
の
業
務
負
担
軽

減
の
た
め
、
保
育
園
で
の

I
C
T
機
器
の
導
入
の
検
討

を
進
め
る
べき
で
は
ない
か
。

A
I
C
T
化
の
推
進
に

よ
り
、
保
育
士
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
業
務
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

I
C
T
機
器
を
介
さ
な
い
、

人
と
人
と
の
対
話
に
よ
って

築
け
る
人
間
関
係
を
大
切

に
し
て
い
る
保
育
園
や
保
育

士
が
い
る
こ
と
も
把
握
し
て

い
る
。
保
護
者
か
ら
、
保
育

士
が
手
書
き
で
作
成
し
た
お

便
り
や
連
絡
帳
に
、
心
が
こ

も
っ
て
い
る
、
子
ど
も
の
こ

と
を
よ
く
見
て
く
れ
て
い
る
、

手
書
き
の
ほ
う
が
先
生
た
ち

の
気
持
ち
が
よ
く
伝
わ
る
な

ど
の
好
意
的
な
意
見
が
あ
る

こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
そ
う

し
た
意
見
を
踏
ま
え
て
、

引
き
続
き
保
育
施
設
の
要

望
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ
既
存
コ
ー
ス
の
発
想
に

関
係
な
く
、
住
民
ニ
ー
ズ
に

ど
う
近
づ
け
て
い
け
る
か
が

大
切
で
あ
る
。
と
こ
ろ
バス
、

と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
の
将
来
像
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。A

公
共
交
通
の
検
討
に
当

た
って
は
、
電
車
、
路
線
バス
、

と
こ
ろ
バ
ス
、
と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
、

タ
ク
シ
ー
の
役
割
分
担
の
も
と
、

市
全
体
を
見
た
上
で
充
実
を

図
って
い
く
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
鉄
道
駅
を
中
心
と
し
た

一
定
の
範
囲
を
市
民
の
生
活

圏
と
し
て
捉
え
、
駅
への
ア
ク

セ
ス
の
向
上
を
図
り
、
日
常
の

足
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
自
家
用
車
の
利
用
機

会
が
減
少
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
成
果
に
な
る
こ
と
、
停
留
所

に
設
置
し
た
ベン
チ
で
住
民
同

士
の
会
話
が
生
ま
れ
、
地
域
の

絆
が
強
ま
る
契
機
と
な
り
、
本

市
の
目
指
す
将
来
都
市
像
の

実
現
に
役
立
つ
も
の
に
し
た
い
。

と
こ
ろ
バス
、と
こ
ろ
ワ
ゴン
の

将
来
都
市
像

Ｑ
学
校
か
ら
保
護
者
への

連
絡
手
段
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、
教
育
長
の
見
解
は
。

A
保
護
者
と
の
連
絡
手

段
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応

は
、
学
校
の
D
X
を
進
め
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
や
紙

を
節
約
し
、
環
境
負
荷
を

抑
え
る
観
点
か
ら
も
必
要
な

こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
、
こ

れ
ま
で
感
じ
ら
れ
て
い
た
保

護
者
や
児
童
生
徒
の
生
身
の

感
覚
が
つ
か
み
に
く
く
な
る

と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
慎
重
に
進
め
て

い
く
必
要
も
あ
る
。
学
校
ご

と
に
工
夫
し
て
様
々
な
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョン
を
活
用
し
てい

る
の
が
実
態
だ
が
、
今
後
は

先
進
的
な
取
組
を
参
考
に
し

な
が
ら
研
究
を
進
め
、
全
て

の
小
中
学
校
で
同
じ
よ
う
に

運
用
で
き
る
仕
組
み
が
で
き

れ
ば
よ
い
と
考
え
てい
る
。

保
育
現
場
の
I
C
T
化
推
進
を

Ｑ
レ
デ
ィ
ー
・
ガ
ガ
さ
ん

が
9
月
3
日
と
4
日
に
ベル

ー
ナ
ド
ー
ム
で
8
年
ぶ
り
の

来
日
公
演
を
行
う
。
公
演

は
ア
ジ
ア
で
は
所
沢
だ
け
で

あ
り
、
市
と
し
て
歓
迎
と
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

A
世
界
的
に
有
名
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
公
演
が
ア
ジ
ア
で

唯
一
本
市
の
み
と
い
う
こ
と
は
、

大
変
誇
ら
し
く
感
じ
て
い
る
。

来
日
中
は
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュー

ル
の
た
め
、
歓
迎
と
感
謝
の
気

持
ち
を
本
人
に
直
接
伝
え
る

こ
と
は
、
大
変
厳
し
い
と
考
え

て
い
る
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
し

て
み
た
い
。
S
N
S
を
活
用
し

て
感
謝
や
歓
迎
の
意
を
発
信

し
、
世
界
中
の
フ
ァン
に
向
け

て
、
所
沢
で
行
う
こ
と
の
ア
ピ

ー
ル
は
し
てい
き
た
い
。
ま
た
、

来
日
に
関
連
し
た
市
の
P
R

を
グ
ラ
ン
エ
ミ
オ
所
沢
に
設
置

し
た
音
ま
ち
ピ
ア
ノ
を
活
用
し

た
企
画
を
検
討
し
てい
く
。

音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の推

進
を

Ｑ
子
ど
も
や
保
護
者
の
心

の
準
備
を
考
え
て
、
特
別

支
援
学
級
を
設
置
す
る
こ

と
の
決
定
時
期
は
も
う
少
し

早
く
で
き
な
い
か
。

A
子
ど
も
や
保
護
者
の

気
持
ち
を
考
え
る
と
、
住
ん

で
い
る
学
区
の
学
校
に
特
別

支
援
学
級
が
設
置
さ
れ
る
か

ど
う
か
を
早
く
知
る
こ
と
は
、

就
学
に
向
け
た
準
備
を
前
向

き
な
気
持
ち
で
進
め
る
た
め

に
、
大
切
な
こ
と
の
一
つ
で

あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
一

方
で
、
就
学
相
談
で
は
、

就
学
先
の
意
向
を
固
め
る
ま

で
に
、
時
間
を
か
け
て
悩
ま

れ
る
方
も
多
く
、
そ
う
し
た

方
に
寄
り
添
って
相
談
を
進

め
る
上
で
設
置
校
を
決
め
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毎

年
1
月
中
旬
に
教
育
委
員

会
が
設
置
校
を
決
定
し
、

公
表
し
てい
る
。

特
別
支
援
学
級
の
設
置
を

Ｑ
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

地
元
事
業
者
の
売
上
げ
向
上

の
た
め
と
割
り
切
る
と
よ
い

制
度
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

A
本
市
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
生
か
し
、
所
沢
ら
し

さ
を
追
求
し
た
所
沢
ブ
ラ
ン

ド
特
産
品
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
地
場
産
品
を
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
す
る
こ
と
は
、

地
元
事
業
者
の
売
上
げ
の
向

上
や
販
路
の
拡
大
に
つ
な
が

る
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
民
間
の
サ
イ
ト
を

利
用
し
、
返
礼
品
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
る
負
担
増
や
、

特
定
の
商
品
の
販
売
促
進
に

限
定
さ
れ
る
と
い
う
偏
り
が

生
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
事

業
者
の
応
援
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
し
て
で
は

な
く
、
地
元
事
業
者
を
応

援
す
る
た
め
の
様
々
な
事
業

に
よ
り
行
って
い
く
べ
き
も
の

と
考
え
てい
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
で

地
元
物
産
品
の
売
上
げ
の
向
上
を
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立憲民主党・
無所属の会
石本　亮三

日本共産党
平井　明美

Ｑ
災
害
時
に
、
日
頃
防
災

訓
練
に
参
加
で
き
な
い
人
を

ど
の
よ
う
に
助
け
る
か
が
大

事
だ
と
思
う
が
、
地
域
の
見

守
り
や
介
護
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
防
災
訓
練
を
検

討
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

A
総
合
防
災
訓
練
で
は
、

各
地
区
の
自
主
防
災
活
動

訓
練
の
中
で
避
難
誘
導
訓

練
を
行
って
お
り
、
地
域
住

民
に
車
椅
子
の
方
が
い
る
場

合
は
、
避
難
を
介
助
す
る
な

ど
、負
傷
者
や
高
齢
者
、障

害
者
に
配
慮
し
な
が
ら
、
近

く
の
公
園
や
広
場
に
集
ま
り
、

指
定
避
難
所
ま
で
避
難
す

る
訓
練
を
行
って
い
る
。
な

お
、
在
宅
で
介
護
を
受
け
て

い
る
重
度
者
を
対
象
と
し
た

避
難
訓
練
は
、
現
在
は
実

施
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、

支
援
事
業
者
や
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
な
ど
の
関
係
者
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
検
討
し

てい
く
。

Ｑ
家
庭
ご
み
の
減
量
化
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 　

（
回
答
数
1
，4
0
6
人
）
で

は
、
家
庭
ご
み
の
有
料
化
制

度
を
「
導
入
す
べ
き
で
は
な

い
」
が
約
43
％
に
対
し
て
、

「
導
入
す
べ
き
」
は
約
10
％

で
「
や
む
を
得
な
い
」
と
回

答
し
た
方
の
約
29
％
を
加
え

る
と
、
家
庭
ご
み
の
有
料
化

の
導
入
は
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
と
な
っ
て
い
る
。
正
確

な
判
断
指
標
が
提
供
さ
れ
て

お
ら
ず
、
市
民
が
有
料
化
に

理
解
し
た
と
は
思
え
ない
が
、

見
解
は
。

A
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
う
ち
、
家
庭
ご
み
の

有
料
化
制
度
の
設
問
で
は
、

家
庭
ご
み
の
有
料
化
を
導
入

す
べ
き
、
あ
る
い
は
や
む
を

得
な
い
と
回
答
し
た
方
が
約

4
割
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ

て
市
民
全
体
に
理
解
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
は
考
え
て

い
な
い
。

ご
み
減
量
と
有
料
化
につい
て
の

市
の
考
え
方

関
東
大
震
災
か
ら
1
0
0
年

　
介
護
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

防
災
訓
練
の
実
施
を

６/７

議
員
表
彰
が

　
　
　
　
行
わ
れ
ま
し
た
！

新
所
沢
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

　
議
員
と
し
て
長
年
、
市
政
振
興
に
尽
力
し
て
き

た
こ
と
に
対
し
、全
国
市
議
会
議
長
会
・
埼
玉
県

市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
所
沢
駅
周
辺
の
商

業
振
興
、
都
市
計
画
、

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
公
民
連
携
等
に
関

す
る
調
査
・
研
究
を
行

い
ま
す
。

◎
委
員
長

植竹　成年

〇
副
委
員
長

石原　昂小林　澄子

長岡　恵子川辺　浩直

青木　利幸杉田　忠彦

導入すべきである140人（9.96％）、やむを得ない404人（28.73％）、どちらでもよい114人（8.11％）、導入すべきではない605人
（43.03％）、わからない104人（7.4％）、無回答39人（2.77％）

平
井　
明
美（
35
年
） 

末
吉
美
帆
子（
15
年
）

石
本　
亮
三（
15
年
） 

荻
野　
泰
男（
15
年
）

杉
田　
忠
彦（
15
年
） 

中　
　
毅
志（
15
年
）

傍 聴 議場は所沢愛にあふれている

あずまあや

東彩さんと聴導犬のハレルが傍聴に来てくれました。
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令和 4年（2022年）8月15日

委員

Q

参考人

A

委員

Q
産業
経済部

A

委員

Q
街づくり
計画部

A

活気あるまちであるために

4/28

3/28

新所沢
駅周辺

「新所沢パルコの撤退に関する研究会」の山下勝也さん、谷山清成さん、廣野優介さんから、参考人として
ご意見をいただきました。

行 き 先　豊島区南池袋公園・グリーン大通り
　　　　　テラスモール松戸
　　　　　KITE-MITE-MATSUDO
視察事項　駅周辺のまちづくり・商業施設の利活用

視察を通して、どのような形で活気ある新所沢駅
周辺のまちづくりをしていくのか、コンセプトや目
的を定めて、対応していかなくてはと思いました。

撤退が発表されてから、㈱パルコ
の経営者や株主であるＪ．フロントリ
テイリングとは、撤退後の話し合い
はしたのか。

地域公共交通計画が策定される予
定だが、新所沢駅・小手指駅間の
ところバスの運行はどのように検討
しているのか。

ギ カ イ レポート

5/12 新所沢パルコの営業終了に伴う商業振興と地域公共交通

新所沢パルコの撤退に関する研究会が考えるまちづくり

行政視察

新所沢駅周辺は歩行空間
が広い。こうした空間を利用
して進めてみたいことは。

新所沢パルコの撤
退により、日常生活
が脅かされてしまう
のではという不安感
が第一にある。

市には新所沢にも
目を向けてもらい、
開発や今後の展望
に協力してほしい。

新所沢パルコの撤
退は、新所沢駅前
の魅力あるまちづく
りを検討するよい機
会なのでは。

シェアオフィスを活用した
会社や個人事業主の誘致
をしてはどうか。

所沢にはイベントの企画や
運営が得意な方が多いので、
イベントを進めていきたい。

新所沢パルコには商業施設として営業
を継続してほしいと第一に考えており、
撤退後の話は、経営側に対して市か
ら働きかけを行っていません。

4月からのところバスの運行変更で、
新所沢駅・小手指駅間を結ぶ路線の
増便を行い、利便性の向上が図られて
います。令和5年度からは富岡地区で
ところワゴンの運行を検討しています。

現場の声

委員長の
ひとこと

《会議録》

《視察報告》
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オンライン授業のメリット

・子どもの顔が見えるので、安否確認や健康状況の確認ができる
・子ども同士のやり取りが可能で、学校が再開したときの不安が軽減される

委員

Q
学校
教育部

A

委員

Q
学校
教育部

A

4/18

4/18

認知症の発症を遅らせ、認知症になっても希望を持って日常生活を過ごせる社会を目指して、認知症の
人や家族の視点を重視しながら「共生」と「予防」※を車の両輪として施策を推進します。

オンライン授業では、出されている
課題に取り組んでいるのか、先生
は確認することができるのか。

タブレットでゲーム等をしないように
することや、夜遅くにタブレットを使
わないように保護者が預かるという
ようなルールは作っているのか。

クロームブック自体にゲーム等が見られない
フィルタリングソフトが入っています。小学生
は午後9時から午前6時まで、中学生は午
後10時から午前6時までの間は使えない設
定になっています。

クラス全員でオンライン授業を行うと、一人
一人の画面が小さくなってしまうので、ノー
トの確認までは難しいと思いますが、授業支
援ソフトを活用すれば、オンライン上で確認
することができます。

認知症を知り、学び、考える健康
福祉

子どもたちの学びの今は？市民
文教

会話がなくなると認知機能
はとても衰える。どのように
会話ができる環境を作り、
それを続けていくかが重要だ
と思う。今後の取組は。委員

Q
福祉部

A
コロナが収まったら、いち早く集いの場が活
性化できるとよいと思います。また、多くの高
齢者がスマホを持っているので、地域包括支
援センターやまちづくりセンター主催のスマホ
教室では、スマホを使ってテレビ通話するな
ど、様々な形での取組を始めています。

5/6 行政視察

※「予防」とは、「認知症にならない」という意味ではなく、「認知症になるのを遅らせる」「認知症になっても進行を緩やかにする」という意味

認知症施策推進大綱

《会議録》

《会議録》

《視察報告》行 き 先　東京都町田市
視察事項　認知症施策について

誰もが認知症になりえる現代の長寿社会の中で、いち早
く「認知症にやさしいまちづくり」に取り組み、「16のア
イステートメント」を策定した町田市の先進的な取組は大
いに参考になりました。所沢にある社会的資源や人的資
源を把握し生かすことを考えながら、さらに委員会内での
議論を深め、政策に反映していけるよう努めていきます。

委員長の
ひとこと
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参加者参加者

行 き 先　　静岡県浜松市
視察事項　　ごみ減量の取組と家庭ごみの有料化の検討状況

視察先では「ごみの有料化」は①市民への十
分な説明②有料化の対象品目の決定③手数料
額の決定など、しっかりと時間をかけて検討して
いかなければならないことがわかりました。

5/18 5/21

・高齢化に対応したまちと住まいの在り方を検討
してほしい。
・市内各地で、ところワゴンの導入を進めてほしい。
・空き家・空き部屋を、若い世代が活用するよう
積極的な取組を。

・シェアサイクルを導入するのであれば、道路整
備をもっとしっかりしてほしい。
・保健所を設置してほしい。
・保健所で収集している新型コロナの情報を市と
共有し、市民に発信してほしい。

市民の声を聴く議会
報告

どうする？所沢ブランド !総務
経済

ごみ減量は自分ゴト !建設
環境

5/19

行 き 先　埼玉県深谷市・寄居町
視察事項　産業ブランディングの推進（深谷市）
　　　　　里の駅アグリン館（寄居町）

市内農家の方が施設の設備を使用し、農産物を加工できる農産
加工施設「里の駅アグリン館」のような施設が所沢にもあれば、
起業を考えている方が所沢に移住するきっかけになると思いました。
また、深谷市の強みである農業を基軸とし、野菜を観光資源とし
て活用した取組は、所沢ブランドをより魅力的に、価値を高める
施策として、とても参考になりました。

行政視察

委員長の
ひとこと

5/11 行政視察

副委員長の
ひとこと

2年ぶりの
グループ形式による意見交換

《視察報告》

《意見・要望》

《視察報告》
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配布のお問い合わせは、所沢市シルバー人材センター　☎2928-8695　FAX2924-0630　まで。

広
聴
広
報
委
員
会

　
　
谷
口　
雅
典　
　
亀
山　
恭
子

　
　
越
阪
部
征
衛　
　
平
井　
明
美

　
　
天
野　
　
敦　
〇
小
林　
澄
子

　
　
福
原　
浩
昭　
◎
浅
野
美
恵
子

　
　
石
原　
　
昂　
　
末
吉
美
帆
子

　
　
佐
野　
允
彦　
　
松
本　
明
信

　
◎
…
委
員
長　
〇
…
副
委
員
長

発
行
…
所
沢
市
議
会
／
編
集
…
広
聴
広
報
委
員
会

連
絡
先
…
議
会
事
務
局
（
0
4‐2
9
9
8‐9
2
5
6
）

〒
3
5
9‐8
5
0
1　
埼
玉
県
所
沢
市
並
木
一
丁
目
1
番
地
の
1

■
活
動
の
き
っか
け
は

　
一
つに
は
、子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
、

慣
れ
親
し
ん
だ
土
地
に
愛
着
を
持
って

ほ
し
い
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、

子
ど
も
を
児
童
ク
ラ
ブ
に
預
け
ら
れ
な

か
った
た
め
に
仕
事
を
辞
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
な
親
御
さ
ん
の
た
め

に
、
預
か
り
所
の
開
設
を
仲
間
が
考
え

て
き
た
こ
と
が
き
っか
け
で
す
。

■
ど
ん
な
人
が
利
用
し
ま
す
か

　
日
中
は
高
齢
者
の
方
々
に
読
書
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

夕
方
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
駄
菓

子
を
買
い
に
来
た
り
し
ま
す
。
店
内
に

は
w
i
‐
F
i
が
つ
な
が
って
い
る
の

で
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
宿
題
を
し
た

り
し
て
各
自
過
ご
し
てい
ま
す
。

■
課
題
に
感
じ
る
こ
と
は

　
雇
用
を
生
む
こ
と
、
一
人
一
人
の

ス
キ
ル
を
生
か
し
、
時
間
的
に
効
率
の

よ
い
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

を
作
り
た
い
と
思
って
い
ま
す
。
例
え

ば
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
る
主
婦
の

方
が
、
移
動
に
時
間
を
取
ら
れ
な
い

で
、
近
所
で
仕
事
が
探
せ
る
と
いった

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■
今
後
の
目
標
は

　
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
一

番
重
要
だ
と
思
って
い
ま
す
。
民
間
コ

ミュニ
テ
ィの
ひ
と
つ
と
し
て
、
皆
さ
ん

の
居
場
所
に
な
れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
った

時
に
思
い
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

楽
し
く
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

で
す
。

所沢市議会

№203 　
埼
玉
県
狭
山
市
出
身
。
2
0

0
0
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

会
社
で
携
帯
電
話
の
有
料
課
金

サ
ー
ビ
ス
や
動
画
配
信
な
ど
の

業
務
に
従
事
。
2
0
1
2
年
に

独
立
し
、
2
0
2
0
年
に
ウ
ェ

ブ
企
画
制
作
会
社
を
設
立
。

　
結
婚
と
出
産
後
、
所
沢
に
移

住
し
、
子
ど
も
の
ふ
る
さ
と
を

よ
り
よ
い
も
の
に
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、2
0
1
9
年
に「
一

般
社
団
法
人
つ
ば
き
の
わ
」
を

設
立
。
椿
峰
ニュー
タ
ウ
ン
を
ワ

ク
ワ
ク
楽
し
く
す
る
た
め
、日
々

活
動
し
て
い
る
。

福
島
　
夕
香
さ
ん

ふ
く
し
ま

ゆ
う
か

所沢から
輝け！！ I N T E R V I E W 　No.27

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く人たちをご紹介

次の定例会は 9月5日（月曜）から開催予定です。

←
つ
ば
き
の
わ
H
P

一
般
社
団
法
人
つ
ば
き
の
わ　
代
表
理
事

みんなでつながろう!

気軽に利用してください♪　一般社団法人つばきのわ（山口1355－2）

これまでの活動をおさらい

■2020年 3月 コロナ禍で登校停止になった時の小学生の預かりを開始
  小学生のパソコン教室を開設
■　  〃  10月 地域情報誌「月刊つばきのわ」を創刊
■ 　 〃   「つばきのわのお店」開店
■2021年 7月 子ども弁当を開始
■2022年 4月 ハッピーバースデープロジェクト開始

〝
分
か
り
や
す
く
〞を
テ
ーマに

　
　

こ
れ
か
ら
も
市
議
会
の
今
を

　
　
　
　
お
伝
え
し
てい
き
ま
す
!


